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P

町
長
　
秋
　
山
　
利
　
作

　
町
の
諸
事
業
の
実
施
に
当
り
そ
の
進

展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

町
民
の
皆
様
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
私
こ
と

　
こ
の
度
五
月
十
七
日
任
期
満
了
の
と

こ
ろ
、
町
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援

を
賜
り
、
再
び
町
政
の
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
非
常
な
感
激
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
前
任
期
中
に
お
い
て
は
、
前
任
者
の

意
を
体
し
て
継
続
ま
た
は
懸
案
事
業
の

施
行
と
調
整
等
、
そ
の
履
行
を
果
す
こ

と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近

年
の
過
疎
対
策
の
問
題
、
加
え
て
は
米

の
生
産
調
整
等
農
家
経
済
の
町
の
行
財

政
上
の
改
革
と
努
力
が
要
請
さ
れ
る
と

と
も
に
、
皆
様
の
町
に
対
す
る
要
望
の

多
様
化
高
度
化
に
よ
り
激
し
い
変
動
期

に
直
面
し
て
参
り
ま
し
て
、
町
の
総
合

計
画
審
議
会
の
答
申
に
基
き
、
計
画
の

樹
立
を
図
り
多
種
事
業
を
実
施
し
て
参

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅

学
菲
才
で
あ
り
ま
す
の
で
、
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
期
待
と
信
頼
を
肝
に

銘
じ
微
力
な
が
ら
精
魂
を
傾
け
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
近
に
お
け
る
我
が
国
経
済
の
め
ざ

ま
し
い
発
展
は
、
他
面
地
域
社
会
の
著

し
い
変
貌
を
も
た
ら
し
過
密
過
疎
・
物

値
・
公
害
・
交
通
等
の
深
刻
な
間
題
を

地
方
行
財
政
の
上
に
な
げ
か
け
る
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
政
治
政
策
の
主

要
な
る
課
題
は
合
理
的
な
土
地
利
用
を

通
じ
て
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
経

済
成
長
が
蓄
積
し
た
資
源
を
活
用
し
て

成
長
課
程
で
生
じ
た
歪
み
を
是
正
し
、

福
祉
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
町
民
の
福
祉
増
進
を
本
来
の
使
命
と

し
て
自
然
と
の
調
和
あ
る
開
発
を
推
進

し
て
、
過
疎
化
が
も
た
ら
す
不
利
益
を

克
服
し
広
域
的
な
視
野
か
ら
行
政
処
理

の
体
制
を
は
か
り
道
路
・
教
育
環
境
等

改
善
の
町
総
合
計
画
を
基
に
し
て
、
社

会
関
連
施
設
の
整
備
を
促
進
し
、
福
祉

新
　
松
代
町
議
会
議
員
の
紹
介

せ
き
　
　
や
　
　
た
つ
　
　
じ

関
　
谷
　
達
　
治

　
　
昭
和
n
年
9
月
3
日
生
（
3
7
才
）

松
代
町
大
字
室
野
（
屋
号
・
や
ま
へ
い
・
主
人
）

　
　
昭
和
5
0
年
4
月
2
9
日
ま
で

　
　
（
譲
駒
膿
蟹
叢
選
挙
に
お
い
て
）

行
政
の
充
実
を
め
ざ
し
、
一
層
の
努
力

を
払
っ
て
ま
い
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
も
と
よ
り
町
の
自
治
は
町
民
の
皆
様

の
創
意
を
行
政
面
に
生
か
す
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
き
届
い

た
行
政
を
可
能
に
す
る
財
政
の
裏
付
け

が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
体
質
の
改
善
も
緊
要
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
、
国
県
か
ら
の
ご
指
導
も

充
分
仰
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
町
は
今
、
新
し
い
息

吹
き
と
と
も
に
改
革
の
一
歩
に
入
っ
て

お
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
任
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
新
し
く
衣
替
え
す

る
町
の
、
こ
こ
一
二
有
余
年
の
事
業
の
成

果
が
百
年
の
大
計
の
礎
と
な
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
何

と
ぞ
変
ら
ざ
る
ご
指
導
と
ご
鞭
燵
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
全
町
民
の
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

軌
6
鱒
◎
：
の
．
◎
り
・
．
．
』
！
ひ
．
◎
り
；
．
．
．
ζ
．
脅
・
：
φ
畠
！
φ
．
～
、
巳
．
◎
、
φ
・
．
！
・
・
！
φ
・
・
り
5

一
　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
　
　
　
殖

∂

婦
日
時

㌔
場
所

｝
尚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
練
習
に
つ
い
て
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
肺

　
　
　
　
　
　
～
9
時
3
0
分
嘱

松
代
小
学
校
　
　
　
　
　
　
、

氏
　
名

住
　
所

議
員
の
任
期

　
　
今
年
の
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
を
｝

瀦
開
催
し
ま
す
の
で
御
希
望
の
方
、
初
V

一
心
者
も
是
非
参
加
下
さ
い
。
　
　
　
耀

　
　
　
　
ラ
ケ
ッ
ト
・
羽
根
は
協
会
の
㌔

尉
方
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
　
　
　
恥

い
　
詳
し
い
事
は
松
代
町
農
協
田
野
倉
、

い
出
張
所
（
電
一
四
四
）
関
谷
拓
雄
へ
お
㌔

｝
願
い
致
し
ま
す
。
（
自
宅
九
一
八
三
嵐

粍
　
　
　
　
　
　
松
代
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会
凸

ご
：
φ
一
り
◎
；
ρ
爾
～
ゆ
ゆ
◎
侮
二
φ
6
9
2
φ
。
・
り
：
ゆ
．
。
♪
ち
！
㌔
ド
ち
．
“
ち
：
♪
㌔
り
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㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
　
　
　
《
第
二
回
臨
時
会
V

　
5
月
m
日
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
付
議
さ
れ
た
案
件
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
－
号
松
代
町
税
条
例
の
一
部
を
改

　
　
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

第
2
号
　
奴
奈
川
中
学
校
校
舎
建
築
工

　
　
事
契
約
に
つ
い
て
。
　
＾
指
名
競
争

　
　
入
札
に
よ
り
松
代
鈴
木
組
・
鈴
木

　
　
静
子
と
三
、
六
五
〇
万
円
で
契
約

　
　
5
月
2
2
日
に
着
工
し
1
0
月
茄
日
に

　
　
完
成
す
る
も
の
）

第
3
号
　
町
道
松
代
松
之
山
線
（
通
称

　
　
南
部
線
）
改
良
工
事
請
負
契
約
に

　
　
つ
い
て
。
　
（
第
－
工
区
、
工
事
費

　
　
一
、
一
五
〇
万
円
・
工
期
5
月
2
1
日

　
　
か
ら
1
0
月
2
7
日
迄
、
第
2
工
区
工

　
　
事
費
一
、
五
八
○
万
円
・
工
期
5
月

　
　
2
1
日
か
ら
11
月
2
6
日
、
請
負
者
第

　
　
1
・
第
2
工
区
と
も
に
松
代
相
沢

　
　
組
・
相
沢
益
蔵
、
以
上
の
も
の
）

第
4
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
。

　
　
（
用
地
の
売
収
、
買
収
目
的
H
公

　
　
営
駐
車
場
と
連
動
場
、
総
面
積
一

　
　
三
、
二
六
六
艀
、
総
金
額
一
、
三
五

　
　
六
万
七
、
六
一
，
七
円
、
場
所
H
役

　
　
場
庁
舎
裏
一
円
、
以
上
の
も
の
）

第
5
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
。

　
　
（
用
地
の
売
収
、
買
収
目
的
H
県

　
　
立
松
代
病
院
建
設
用
地
、
総
面
積

　
　
五
、
三
六
九
鯉
、
総
金
額
八
四
〇

　
　
万
四
、
九
五
二
円
、
場
所
H
松
代

　
　
山
賀
モ
ー
タ
ー
ス
前
の
田
甫
一
円

　
　
以
上
の
も
の
）

第
6
号
　
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
　
つ
い
て
。

上越地域消防事務組合の

　　　財政状況を公表します

　　　　　管理者小山元一
1・予算の執行状況（4710・1－48・3・31）

歳入
　区分、i…．予…．』算．題 、1聖込 潰題．

．一一 一 一 一

　　　　　　　　　　i1．市町村負担金　　335，601干円i　319，428千円
2』使用料及び手数料1　　2，320　1　　2，516
3・国庫支出金　 19，9501　16，770

5．財産収入　　371　466．寄　　付　　金　　　　l　l　　　O
7・諸　収　入 　　7011　　883
8．組合債48，700148，700
　合計、407，3101388，343
歳出

　びロト　ハコむぬムトハリコワじハハげ　　　 コド　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やほじ　じハ

耳．　　　． 砂　　i予　算 額 文串．済 顎

　　　　　 レ　　　　　　　 ド

議会費i　260千『　231千1η総　　務　　費i　406，3701　364，506
（1）…般管理費1　259，751　1　248，577

膿麟離illllll別115，928
（4）財政調整基金費　1　　11，000　1　　　　0

季傭馴　1劃　431
合　 計1407，3101365，176

　
　
　
　
金
金

　
　
理
設
基
基

　
　
管
施
当
整

．
会
務
般
防
臨
債
備

　
　
一
消
退
財

畿
総
8
紹
公
予

1
5
（
∠
　
　
　
　
　
　
　
つ
9
4

　
組
合
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
組
合

管
内
の
皆
さ
ん
に
良
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
毎
年
二
回
財
政
状
況
を
公

表
す
る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
昭
和
郵
年
－
o
月
－
日
か
ら
昭
和
弼
年

3
月
3
1
日
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

47

年
度
予
算
の
状
況

　
9
月
末
現
在
で
は
予
算
額
は
三
億
六

五
四
九
万
円
で
し
た
が
、
そ
の
後
四
一

八
一
万
三
千
円
を
追
加
し
て
、
3
月
末

の
予
算
額
は
四
億
七
三
一
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
追
加
し
た
主
な
も
の
は
、
人
事
院
の

勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
訂
の
経
費
（
一

五
六
二
万
円
）
、
新
設
消
防
署
・
分
遣
所

の
業
務
の
円
滑
化
の
た
め
の
指
令
車
五

台
及
び
救
急
車
一
台
の
購
入
費
（
五
二

〇
万
円
）
並
び
に
将
来
の
財
政
の
健
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
退
職
手
当
積
立

基
金
（
一
七
〇
〇
万
円
）
と
財
政
調
整

基
金
二
一
〇
〇
万
円
）
を
積
立
て
る

た
め
の
費
用
で
あ
り
ま
す
。

（48．3．31現在）

（2）

　　　2．財産の状況
（1）建物

建築費
　　　 』ギ円

㎜1ヱ7109

　　〃

　　〃

　7，980

　7，673

66，953

　　　　積　　　稲

盆皿階．一1＿計
　　　　　1
219．251416．84
　　一 一ド　 ……
　　〃　　　i　　　〃
　　　　　1＿＿＿一一＿＿＿＿

　　〃　　　1　　　〃
　　　　　1－

　　　　　1189
　　　　　1
　　　　　 ド　T
56．25　　　191．25

　　　　　1
　　　　　1　　　　　

714　　　　　　1630．77

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面
　庁舎名　構　造・ …一一…　　　　　　　　　　　　　　　　 肇＿ 階

　

頸北消防箸 鉄骨A盈9亟造壬階建 ．珍塾59

頸南　〃 …i．　　．〃．｝ 　 ．．』　　 ク　
＿

．東頸 〃　i　　　〃　　　　　　　！

名立噺騨蓬灘ニトヲセ』 1喜9

顧〃 ㎜騨三灘一ト弾1353二二1　7　ソ　ー　「ノ　『一’　135
ア
＿
階 建

　、、、～～～～～ 　916．77
1一＿一．

1

松代

　計

②
有
価
証
券

　
　
電
信
電
話
債
、
券
（
割
引
債
）

　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
万
円
（
額
面
）

⑥
車
両

　
　
ω
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
一
六
台

　
　
＠
化
学
消
防
車
　
　
　
　
　
一
〃

　
　
の
屈
折
は
し
ご
付

　
　
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
　
一
〃

　
　
⇔
防
災
工
作
車
　
　
　
　
　
一
〃

　
　
㈹
救
急
自
動
車

　
　
　
（
日
赤
分
五
台
を
除
く
）
　
五
〃

　
　
内
指
令
車
　
　
　
　
　
　
　
八
〃

　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〃

3
地
方
債
の
現
在
高

　
　
　
　
　
　
　
（
狢
．
3
．
鋭
現
在
）

　
ω
消
防
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
、
七
〇
〇
千
円

　
　
ω
郵
政
省
借
入
額

　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
、
七
〇
〇
千
円

　
　
＠
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
、
○
○
○
千
円

4
一
時
借
入
金
の
現
在
高

　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
．
3
．
31
現
在
）

　
　
な
し
。



◎
今
年
の
気
象
と
苗
の
生
育

　
今
年
の
冬
は
小
雪
で
喜
ん
だ

の
も
束
の
間
、
春
先
の
長
期
予

報
で
は
、
今
年
夏
の
天
候
は
異

常
気
象
の
影
響
で
変
動
が
大
き

く
、
東
北
地
方
で
は
冷
夏
が
予

想
さ
れ
、
稲
作
で
は
冷
害
も
予

想
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た

　
そ
の
後
苗
代
期
以
降
の
松
代
に
お
け

る
気
象
状
況
は
、
日
照
時
間
は
昨
年
に

比
し
全
般
に
多
目
で
あ
っ
た
が
気
温
は

平
年
に
比
し
低
目
で
、
し
か
も
変
動
が

大
き
く
、
五
月
三
半
旬
は
日
平
均
で
二

・
一
度
、
五
半
旬
は
五
・
七
度
も
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
反
面
稲

の
方
は
低

温
に
よ
る

苗
ぐ
さ
れ
を
心
配
し
て
、
一
般
に
厚
ま

き
の
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
軟
弱
気
味

で
植
付
時
の
苗
質
は
劣
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
雪
消
え
が
早
か
っ
た
た
め
、
代

掻
き
作
業
も
は
か
ど
り
、
若
苗
が
植
え

ら
れ
た
た
め
、
草
丈
・
茎
数
と
も
に
平

年
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

◎
初
期
生
育
が
大
切

　
当
地
方
で
安
定
確
収
を
得
る
た
め
に

は
、
ま
ず
本
田
初
期
の
生
育
を
促
進
し

良
質
茎
を
早
期
に
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
有
効
分
け
つ
の
決
ま
る
時
期
は
、
施

肥
量
の
多
少
、
田
植
時
期
の
早
晩
、
水

温
、
土
性
な
ど
の
環
境
条
件
や
地
域
の

異
常
気
象
と
本
田
の
初
期
管
理

違
い
に
よ
り
い
く
ぶ
ん
異
な
る
が
、
概

し
て
本
田
初
期
の
生
育
が
よ
い
ほ
ど
有

効
分
け
つ
決
定
期
も
早
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
初
期
生
育
を
良
く
す
る
に
は
活

着
後
な
る
べ
く
早
く
中
耕
を
行
な
い
、

ガ
ス
抜
き
と
根
部
へ
の
酸
素
補
給
を
行

な
う
こ
と
と
、
水
の
心
配
が
な
け
れ
ば

出
来
る
だ
け
浅
水
管
理
に
努
め
、
除
草

剤
は
中
耕
除
草
後
二
～
三
日
た
っ
て
か

ら
中
期
除
草
剤
（
ハ
イ
カ
ッ
ト
そ
の
他
）

を
散
布
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
キ
メ
手
は
い
も
ち
病
防
除

　
梅
雨
が
長
び
き
低
温
多
雨
の
天
候
が

続
く
と
「
い
も
ち
病
」
の
発
生
に
は
誠

に
好
都
合
で
、
今
年
は
そ
の
心
配
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
い
も

ち
は
早
期
発
見
、
早
期
防
除
が
常
識
と

さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
粒
剤
の
普
及
に

よ
り
、
予
防
的
に
薬
剤
を
散
布
す
る
も

の
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な

場
合
は
、
常
発
田
や
出
来
す
ぎ
の
た
め

「
い
も
ち
病
」
の
発
生
が
心
配
の
と
き

は
、
事
前
（
六
月
下
旬
頃
）
に
散
布
し
て

お
く
こ
と
が
安
全
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
病
害
虫
も
不
良
天
候
の
場

合
は
発
生
し
易
い
の
で
、
中
間
追
肥
は

極
力
や
ら
な
い
よ
う
に
し
、
病
害
虫
防

除
は
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
圃
場

の
巡
回
と
綿
密
な
観
察
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
松
代
農
業
改
良
普
及
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
五
十
三
番
）

昭
和
4
8
年
度

優
良
無
事
故
運
転
者
表
彰

　
町
交
通
安
全
協
会
が
一
月
内
申
い
た

し
ま
し
た
優
良
無
事
故
運
転
者
の
表
彰

が
こ
の
度
、
次
の
と
お
り
県
警
察
本
部

長
・
県
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
表
彰
を

受
け
る
こ
と
に
決
定
し
て
来
ま
し
た
の

で
、
皆
さ
ん
に
も
安
全
運
転
に
心
掛
け

る
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
被
表

彰
者
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
％
年
優
良
無
事
故
表
彰

　
米
持
　
幸
夫
　
　
（
室
野
）

◇
蔦
年
優
良
無
事
故
表
彰

　
佐
藤
　
英
一
　
　
（
室
野
）

　
斉
藤
　
　
正
　
　
（
田
野
倉
）

柳
　
良
太
郎

関
谷
　
政
一

小
堺
　
　
清

高
橋
　
広
作

柳
　
　
　
弘

（
太
平
）

（
松
代
）

（
蒲
生
）

（
松
代
）

（
菅
刈
）

◇
7
年
優
良
無
事
故
表
彰

　
小
堺
直
一
郎
（
儀
明
）
佐
藤
貞
夫
（
室

　
野
）
佐
藤
正
治
（
全
）
樋
口
昭
一
（
松

　
代
）
白
井
改
生
（
室
野
）
南
雲
壮
介
（

　
全
）
柳
昭
ス
千
年
）
武
田
博
之
（
全
）

　
山
岸
一
（
蒲
生
）
小
堺
広
蔵
（
室
野
）

　
小
堺
長
四
郎
（
儀
明
）
小
堺
久
義
（
全
）

　
小
堺
熊
蔵
（
全
）
金
井
儀
市
（
清
水
）

　
室
岡
徳
松
（
池
尻
）
矢
代
午
三
（
松
代
）

　
佐
藤
政
雄
（
室
野
）
小
堺
博
文
（
儀
明
）

　
佐
藤
尚
文
（
室
野
）
寺
崎
健
（
桐
山
）

次
に
、
蓬
平
部
落
・
千
年
青
年
会
の

2
団
体
が
交
通
事
故
防
止
対
策
な
ど
、

各
方
面
に
協
力
を
惜
ま
ず
平
素
活
発
な

運
動
を
推
進
さ
れ
、
多
大
の
成
果
を
お

さ
め
た
、
そ
の
功
績
に
対
し
金
｝
封
を

添
え
て
安
塚
警
察
署
長
、
東
頸
城
郡
交

通
安
全
協
会
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
へ
松
代
町
交
通
安
全
協
会
）

子
供
と
お
母
さ
ん
の

交
通
安
全
教
室
を
開
催

　
交
通
事
故
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て

去
る
5
月
1
7
日
松
代
小
学
校
校
庭
に
お

い
て
、
新
潟
県
交
通
安
全
対
策
室
の
係

官
3
名
、
地
元
警
察
官
及
び
町
の
交
通

指
導
員
勝
名
が
、
幼
児
、
児
童
、
お
母

さ
ん
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
〈
交
通
安
全
教
室
の
実
習
V

コ
人
一
人
が
よ
く
交
通
の
ル
ー
ル
を

守
り
、
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
に
』
と

の
お
話
が
県
係
官
か
ら
あ
り
、
そ
の
あ

と
校
庭
て
ハ
イ
の
コ
：
ス
で
「
正
し
い

道
路
の
歩
き
方
」
　
「
正
し
い
自
転
車
の

乗
り
方
」
　
「
交
差
点
の
渡
り
方
」
な
ど

信
号
機
や
他
の
機
器
を
活
用
し
て
実
施

訓
練
が
な
さ
れ
ま
し
た
、
参
加
者
全
員

が
よ
く
習
得
さ
れ
交
通
安
全
教
室
は
好

評
で
し
た
。

　
な
お
、
他
の
地
域
で
も
こ
の
よ
う
な

講
習
会
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
下
さ
い
。
　
（
町
役
場
総
務
課
内
・
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
　
馨

（3）



毎
年
多
数
の
皆
様
か
ら
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
町
民
プ
ー
ル
を
、
今
年

は
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
、
み

ん
な
で
楽
し
く
泳
い
で
下
さ
い
。

講
◎
開
設
期
日
七
月
五
　

醜
◎
時
間

遡
惣
難
罵

欝
｝
◎
使
用
上
の
注
意
弼
時
－
，
分

繭
∴
動
謝
鍵
糠

　
　
　
　
　
水
に
入
ら
な
い
。

　
　
　
　
③
管
理
人
の
注
意
は
ぜ
っ

　
　
　
　
　
た
い
に
守
る
。

欝
⑤④
蠣
響
儲
欝
鵯

　
⑦
　
プ
ー
ル
の
中
に
物
を
投
げ
入
れ

　
　
な
い
。

　
町
民
プ
ー
ル
は
大
勢
の
人
が
利
用
さ

れ
る
の
で
す
か
ら
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
皆
ん
な
で
注
意
し
ま
し
よ

う
o

1　　～事故防止はみんなの力で～　　　l
l日増に激化する交通輔の今日、交通事故を未然に防ぐため1

《松代町では昨年発足した交通安全指導員の研修会を去る5月4　1
1　日開催、危険な横断歩行者の保護誘導・交通指導の心得・誘導く

’旗の使い方・合図の操作など地元警察官の指導で真剣に盛りた髪
1　くさんな研修を行ないました。　　　　　　　　　　　　　　　1

》　しかし交通事故はみんながその気になつてこそはじめて防ぐ～

1ことができます・みなさんと安全指導員が一体となつて交通事1

ミ故を防止いたしましよう。　　　　　　　　　　　　　　　　㌔己）鮎（巳＾＾。～μ榊》㌦《漣1｝》蛎％，“．）．㌔＾一％ハ、“v㌧“～艦㌦＾，一》’％…）％，＾“》5

「
寄
稿
」

小
堺
甲
一
郎

ブ
ー
ル
日
誌

　
　
　
　
1
第
三
（
蒲
生
）
管
理
人
－

　
昨
年
の
七
月
二
十
六
日
、
そ
れ
は
焼

け
付
く
よ
う
な
炎
天
で
し
た
、
待
望
久

し
か
っ
た
町
民
プ
ー
ル
第
三
号
が
蒲
生

に
で
き
て
完
成
式
が
行
な
わ
れ
、
町
長

さ
ん
の
手
で
テ
ー
プ
が
切
ら
れ
て
、
立

派
な
素
晴
し
い
、
し
か
も
地
形
、
環
境

心
地
の
良
さ
抜
群
と
い
う
ブ
ー
ル
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
学
童
を
始
め

一
般
の
人
達
、
そ
れ
は
大
変
な
喜
び
で

し
た
。

　
そ
の
管
理
人
と
し
て
微
力
な
私
が
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
勤
務

の
傍
ら
記
録
し
た
も
の
を
ち
よ
っ
と
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
泳
い
だ
最
高
年
令
者

　
男
・
山
岸
福
松
さ
ん
（
8
3
才
・
蒲
生

　
　
う
ぜ
ん
）
M
π
を
2
回
泳
ぐ
。

　
女
・
池
田
ト
メ
さ
ん
（
6
5
才
・
田
野

　
　
倉
重
ぜ
ん
）
記
録
不
明
。

◎
％
錫
を
泳
い
だ
最
高
・
最
少
年
令
者

　
最
高
年
・
武
田
金
一
さ
ん
（
58
才
・

　
　
名
平
ば
く
ろ
）

　
最
年
少
・
小
堺
昭
（
7
才
・
蒲
生
増

　4（

　
　
村
屋
）

◎
最
高
遠
泳
者

　
　
若
山
弘
正
（
19
才
・
大
学
生
・
蒲

　
生
元
町
）
　
記
録
一
、
五
〇
〇
π
（
50

　
分
）

◎
2
5
糀
水
潜
り
合
格
者

　
小
堺
昭
一
（
43
才
・
蒲
生
小
林
）

　
馬
場
栄
三
郎
（
5
1
才
・
蒲
生
せ
い
べ

　
い
）

　
小
堺
　
清
（
36
才
・
蒲
生
増
村
屋
）

　
小
堺
義
雄
（
％
才
・
〃
　
平
八
）

◎
プ
ー
ル
愛
用
者

　
　
連
続
3
4
日
遊
泳
　
男
一
名
（
氏
名

　
不
明
）

◎
そ
の
他

　
。
お
客
最
高
の
日
・
8
月
蜥
日
一
二

　
　
二
人

　
・
お
客
一
人
の
日
・
8
月
2
2
日
（
雨
）

　
・
お
客
皆
無
の
日
・
延
四
日
（
雨
）

◎
蒲
生
プ
ー
ル
の
歌
（
管
理
人
・
詩
）

　
頸
城
に
名
高
き
　
松
泉
（
寺
）
の

　
雨
垂
れ
注
ぐ
　
こ
の
プ
ー
ル

　
米
山
さ
ん
を
　
北
に
見
て

　
ブ
ナ
の
緑
を
　
背
景
に

　
青
い
清
水
　
跳
飛
ば
し
て

　
上
げ
ろ
よ
白
い
　
水
し
ぶ
き

　
伸
ば
せ
体
育
　
鍛
え
よ
力

　
逞
ま
し
き
体
駆
　
造
ら
ん
と
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
ペ
ン
の
走
る
が
ま
～

に
書
い
て
み
ま
し
た
。
多
種
多
様
な
来

客
の
楽
し
そ
う
な
姿
や
笑
顔
が
と
て
も

愉
快
で
し
た
。
今
年
も
老
も
若
き
も
男

女
共
々
、
ス
テ
キ
ナ
海
水
着
を
着
て
お

越
し
下
さ
る
よ
う
、
広
い
駐
車
場
と
と

も
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

税の相談日．一・気軽にご利用を

5・15・25日
（当日が休みの場合は翌日）

◎毎月

◎　全国どこの税務署でご利用いただい

　　ても結構です。

　◎　とく名、無料です。

＿…………・…・・…………・…高田税務署……
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自
分
の
た
め
に
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
謄
喚
■
旧
贋
隔
翼
置
■
国
ロ
圃
ロ
塵
■
■
ロ
ロ
■
翼
口
目
■
置
圃
口
■
闘
■
冒
嘔
■
ロ
■
■
胃
』
瞑
圃
■
贋
ロ
一
一
圃
”
ロ
一
国
国
一
■
雷
一
ロ
■
一
一
，
一
幽
■
一
閣
贋
一
■
膠
願
一
一
冨
阜
”

　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
献
血
を
し

て
お
、
」
　
ろ
ノ

〈
〈
〈
献
血
は
い
つ
か
身
の
た
め
人
の
た
め
〉
〉
v

お
茶
の
間
の
献
血
手
帳

大
関
恒
夫

　
た
し
か
去
年
の
夏
ご
ろ
だ
っ
た
と
思

う
が
、
茶
の
間
に
あ
る
熊
の
置
物
の
下

か
ら
赤
い
紙
き
れ
が
わ
ず
か
に
見
え
た

の
で
、
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
引
き
出
し

て
見
る
と
、
赤
い
表
紙
に
「
献
血
手
帳
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
開
い
て
見
る

と
、
父
の
名
前
や
住
所
と
共
に
、
献
血

記
録
の
日
付
け
が
ス
タ
ン
プ
で
押
し
て

あ
り
ま
し
た
。

　
夕
食
の
時
に
僕
は
例
の
手
帳
の
こ
と

に
つ
い
て
、
父
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

「
う
ん
、
あ
れ
は
お
前
達
に
も
大
事
な

こ
と
な
ん
だ
か
ら
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
ん
だ
」
と
父
は
言
っ
た
。

父
は
僕
や
姉
の
顔
を
見
な
が
ら
「
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
や
お
前
た
ち
が
、
病

気
や
交
通
事
故
で
輪
血
を
必
要
と
す
る

場
合
に
は
、
あ
の
献
血
手
帳
を
差
し
出

す
と
優
先
的
に
輸
血
を
受
け
ら
れ
る
ん

だ
」
と
、
そ
し
て
「
も
し
も
家
族
の
者

に
事
故
が
あ
っ
た
時
は
、
茶
の
間
の
手

帳
を
忘
れ
ず
に
病
院
に
持
っ
て
い
く
ん

だ
よ
と
」
念
を
押
し
て
か
ら
「
本
当
は

自
分
の
家
族
の
た
め
で
は
な
く
、
不
幸

な
人
を
助
け
る
と
い
う
気
持
で
献
血
す

る
の
が
正
し
く
て
、
美
し
い
こ
と
な
ん

だ
が
、
ど
う
も
そ
こ
ま
で
立
派
な
気
持

に
な
れ
な
く
て
…
…
」
と
、
最
後
に
頭

を
か
き
な
が
ら
苦
笑
い
し
た
の
で
す
。

そ
ん
な
父
の
言
葉
に
し
み
じ
み
と
、
親

の
温
い
心
を
感
じ
ま
し
た
。

僕
が
「
お
父
さ
ん
の
よ
う
な
大
正
生
れ

の
年
を
と
っ
た
血
な
ん
か
、
あ
ま
り
役

に
立
ち
そ
う
に
思
え
な
い
け
ど
な
ー
」

と
、
い
う
と
「
馬
鹿
を
い
う
な
。
ま
だ

ま
だ
若
い
者
に
血
だ
っ
て
負
け
な
い
ぞ

そ
れ
に
、
献
血
は
健
康
な
人
な
ら
六
十

才
を
過
ぎ
て
も
で
き
る
そ
う
だ
」
と
も

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

父
は
す
で
に
三
十
年
以
上
も
前
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
｛
｛
辱
甕
』
㎏

今

の
高
校
生
の
こ
ろ
、
親
戚
の
人
が
手
術

を
す
る
際
に
、
と
て
も
多
量
の
血
液
を

病
人
に
輸
血
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
父
は
、
戦
争
に
行
き
、
出
血
多

量
や
輸
血
が
間
に
合
わ
ず
に
死
ん
で
い

く
人
を
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
目
撃
し

た
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
話
も
聞
き
ま
し

た
。

　
「
輸
血
を
す
る
と
青
い
顔
が
次
第
に

血
の
色
に
近
づ
い
て
い
く
ん
だ
。
そ
ん

な
と
き
に
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
心
配
し

て
い
た
仲
間
か
ら
「
バ
ン
ザ
イ
」
と
い

う
声
が
自
然
に
出
る
ん
だ
。
」
　
「
そ
れ

で
、
そ
の
人
は
死
ん
だ
の
？
」
「
い
や

死
な
な
か
っ
た
。
輸
血
の
お
か
げ
さ
。

血
液
と
い
う
も
の
は
本
当
に
有
難
い
も

の
だ
ぞ
」

　
い
つ
だ
っ
た
か
「
献
血
を
し
て
貰
っ

た
」
と
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
僕
に
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
父
の
胸
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
あ
る
も
の
も
同
じ
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

す
。献

血
を
す
る
父
の
気
持
に
は
、
僕
た
ち

の
分
ら
な
い
遠
い
悲
し
い
思
い
出
な
ど

が
か
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
つ
ま

り
、
父
に
は
本
当
に
血
液
の
有
難
さ
が

分
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
茶
の

間
に
あ
る
献
血
手
帳
は
、
春
か
ら
手
に

し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
献

血
記
録
の
ス
タ
ン
プ
も
、
そ
の
後
は
見

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
僕
は
一
度
も

家
族
の
た
め
に
、
利
用
さ
れ
な
い
、
赤

い
手
帳
に
「
そ
れ
で
良
い
の
だ
」
と
、

心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
愛
の
血
液
助
け
合
い
作
文
集
）
よ
り

献
血
と
は
〃
●

・
血
液
は
、
人
工
的
に
合
成
で
き
ま
せ

　
ん
。

・
人
間
の
血
液
は
、
人
間
の
血
液
で
お

ぎ
な
う
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
健
康
な
と
き
に
献
血
し
て
人
を
助
け

万
一
自
分
や
家
族
が
病
気
の
と
き
に

は
皆
さ
ん
の
献
血
で
助
け
て
い
た
だ

く
、
こ
れ
が
献
血
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
ま
す
。

献
血
は

　
誰
で
も
で
き
ま
す

。
満
十
六
才
以
上
、
満
六
十
五
才
未
満

　
の
健
康
な
方
な
ら
男
女
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
献
血
で
き
ま
す
。

・
採
血
前
に
医
師
が
健
康
診
断
を
い
た

し
ま
す
か
ら
安
心
し
て
献
血
で
き
ま

す
。

・
採
血
後
、
普
通
の
仕
事
を
し
て
も
さ

し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入

浴
、
晩
酌
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ

　
ん
。恩

　
典

（
献
血
し
て
下
さ
っ
た
方
に
）

・
献
血
手
帳
を
差
し
上
げ
ま
す
。
も
し

輸
血
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
献

血
手
帳
を
病
院
に
お
示
し
下
さ
れ
ば

全
国
ど
こ
の
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

で
も
責
任
を
も
っ
て
必
要
な
型
の
諸

検
査
完
了
済
み
の
血
液
を
供
給
い
た

し
ま
す
。

。
血
液
型
検
査
の
結
果
及
び
梅
毒
検
査

や
肝
臓
機
能
検
査
の
結
果
、
異
常
の

あ
る
方
に
は
別
途
極
秘
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
面
へ
続
く
）

（5）



（
5
面
か
ら
の
続
き
）

輸
血
代
金
が

　
　
無
料
（
た
だ
）
に

。
献
血
さ
れ
た
方
お
よ
び
県
内
に
居
住

す
る
三
親
等
内
の
親
族
の
方
が
輸
血

を
受
け
ら
れ
た
場
合
の
血
液
代
金
の

う
ち
、
社
会
保
険
や
国
民
健
康
保
険

等
か
ら
支
払
わ
れ
る
分
を
除
い
た
自

己
負
担
分
を
申
請
に
竜
と
づ
い
て
日

本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
が
献
血
相

当
分
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
こ
の

分
に
つ
い
て
は
輸
血
が
た
だ
に
な
り

ま
す
。

ゆうあい号
（移動採血車）がきます

午前10時～3時7月11日きと

松代町役場ろこと

献血される方にはバス代実費と昼食代

を差し上げます。

町民のみなさまへ

一愛の献血にご協力くたさい一

捺献血の順序（これだけやっても5分～8分位いで終ります）

（
剰
愈
、
口
叫
肉
伸
）

　
　
　
↓

（
酬
癒
手
張
壽
）

　
　
　
↓

（
臨
）

　
　
　
↓

（
険
口
口
、
　
畜
）

　
　
　
ツ

（
卿
任
測
忠
）

　
　
　
↓

（
晦
液
型
，
脚
㊧

　
　
　
↓

（
劇
比
蕎
慧
）

　
　
　
↓

（
蘭

岡
細
因
）

　
　
　
↓

（
馨
一
謝
蕪
定
）

　
　
　
↓

（
儘
魔
離
伏
）

保
健
婦
に
よ
る

健
康
相
談

気
が
る
に
ご
利
用
下
さ
い

◎
町
全
体
の
相
談
日

　
毎
月
第
二
と
第
四
月
曜
日
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
役
場
の
保
健
室

で
。

◎
濁
相
談
日

　
毎
月
第
一
火
曜
日
の
午
前
九
時
半
か

ら
午
前
十
一
時
半
ま
で
濁
の
公
民
館
で

◎
竹
所
相
談
日

　
毎
月
第
一
火
曜
日
の
午
後
一
時
半
か

ら
午
後
三
時
半
ま
で
竹
所
の
公
民
館
で

◎
莇
平
相
談
日

　
毎
月
第
三
火
曜
日
の
午
前
九
時
半
か

ら
午
前
十
一
時
半
ま
で
筋
平
公
民
館
で

　6（

◎
寺
田
相
談
日

　
毎
月
第
三
火
曜
日
の
午
後
一
時
半
か

ら
午
後
三
時
半
ま
で
寺
田
の
公
民
館
で

◎
電
話
相
談

　
電
話
に
よ
る
健
康
相
談
に
も
応
じ
ま

す
か
ら
相
談
日
に
は
相
談
所
へ
電
話
し

て
下
さ
い
。

　
平
常
日
に
は
役
場
へ
電
話
し
て
下
さ

　
い
。
但
し
、
平
常
日
は
保
健
婦
が
ほ

　
と
ん
ど
家
庭
訪
間
や
衛
生
教
育
に
出

　
て
い
る
た
め
役
場
に
居
な
い
こ
と
が

　
多
い
の
で
こ
の
点
ご
了
承
下
さ
い
。

薗　　
　
　
　
　
・
り

　
　
　
　
　
　
た
う

0
　
　
　
　
　
　
つ
　
よ

　
　
　
　
　
　
o
あ
し

O
　
’
じ

　
　
　
　
　
　
が
ま

　
　
　
　
　
　
．
診
け

　
　
　
　
　
　
検
受

　
　
　
．
勉

　
　
　
　
　
　
団
ず

　
　
診
＆
魎
霧

　
　
ぐ
塑
墓

◆
◆
§
，
◆
◆
§
‡
9
‡
§
‡
害
！
◆
◆
9
零
塾
》
◆
◆
§
》
‡
書
○

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

五
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
三
ん
瀧

お
め
で
ζ
つ
㊦
衡

小鈴小柳
堺木堺

正
勝
・
中
村

正
夫
・
小
堺

昭
平
・
早
川

純
一
・
市
川

山
賀
巳
喜
夫
・
関
谷

若
井

坂
井
　
貞
夫
・
磯
部

柳鈴
木
　
幸
一
・
柳

中
嶋

咲宮和月秋
代子子子子

　
　
　
岩
男
・
小
堺
ミ
ッ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泰
子

　
　
新
一
郎
・
菅
井
み
ね
子

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
子

　
　
　
信
吉
・
宮
沢
つ
き
子
（
海
老
）

山
岸
高
行
・
中
野
美
子
（
木
和
田
原
）

牧
田
　
和
千
・
牧
田
　
早
苗
（
峠
）

小
松
　
和
夫
・
小
堺
　
清
子
（
室
野
）

鑓験高
橋
英
守
軽
ヨ
欝
男
莇
平
）

柳
直
人
羅
饗
男
（
李
）

（
松
代
）

（
儀
明
）

（
松
代
）

（
蓬
平
）

（
松
代
）

（
蓬
平
）

（
松
代
）

（
蒲
生
）

（
松
代
）

小
野
島
敏
子
難
轡
女
（
会
沢
）

相
沢
み
ど
蔽
タ
響
婁
（
奎

植
木
貴
巌
離
望
男
（
松
代
）

市
川
紀
巌
ヤ
忠
ス
量
（
小
屋
丸
）

中
村
真
季
驚
闇
客
田
代
）

山
岸
蔽
多
勢
長
男
峠
）

お
く
や
み

（
死
亡
）

寺小柳室小柳若高高小菅斉若小
崎堺　岡堺　月橋橋堺非木月堺

力貞セヒミ正ナ正正松フ忠力政
ヤ治ツデヤ武ミ高鋭栄ヂ好子市

高
橋
新
太
郎

　
七
五
才

　
九
〇
才

　
三
五
才

　
七
九
才

　
七
四
才

　
五
六
才

　
六
八
才

　
九
〇
才

　
七
三
才

　
七
七
才

　
八
一
才

　
八
八
才

　
五
九
才

　
九
八
才

　
七
九
才

（
蓬
平
）

（
田
代
）

（
中
子
）

（
蒲
生
）

（
〃
　
）

（
田
沢
）

（
儀
明
）

（
海
老
）

（
犬
伏
）

（
儀
明
）

（
蒲
生
）

（
松
代
）

（
儀
明
）

（
桐
山
）

（
田
沢
）
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種
を
確
認

餐
蚤
菱
、
・
松
代
の
探
鳥
会
鑑
填
．
“
・

　
五
月
二
十
七
日
山
平
中
学
校
を
中
心

と
し
た
探
鳥
会
が
、
県
野
鳥
愛
護
会
副

会
長
の
植
木
久
米
雄
氏
を
講
師
に
迎
え

四
〇
名
の
参
加
で
開
か
れ
、
三
六
種
類

が
確
認
さ
れ
た
。

　
雨
降
り
鳥
の
名
を
持
つ
ア
カ
シ
ヨ
ウ

ビ
ン
や
ブ
ツ
ポ
ー
ソ
ー
が
大
部
数
が
少

な
く
な
り
、
関
係
者
を
ガ
ツ
カ
リ
さ
せ

た
。
で
も
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
自
慢
出

来
る
鳥
“
ノ
ジ
7
が
ま
だ
多
く
い
る

事
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

　
ハ
シ
ブ
ト
カ
ラ
ス
、
　
ハ
シ
ボ
ソ
カ
ラ

ス
、
カ
ケ
ス
、
ス
ズ
メ
、
ニ
ウ
ナ
イ
ス

ズ
メ
、
イ
カ
ル
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
ノ
ジ

コ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
キ
セ
キ
レ
イ
、
メ
ジ

β
、
ム
ク
ド
リ
、
シ
ジ
ウ
カ
ラ
、
ヤ
マ

ガ
ラ
、
ウ
グ
イ
ス
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク

イ
、
ヤ
ブ
サ
メ
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
、
モ

ズ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
オ
オ
ル
リ
、
キ
ビ
タ

キ
、
サ
ン
シ
ヨ
ウ
ク
イ
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ

（
写
真
ー
鳥
の
声
を
聞
く
熱
心
な
参
加
者
）

、
ヨ
タ
カ
、
ブ
ツ
ポ
ー
ソ
ー
、
ア
カ
シ

ヨ
ウ
ビ
ン
、
ア
オ
ゲ
ラ
、
ア
カ
ゲ
ラ
、

コ
ゲ
ラ
、
カ
ツ
コ
ウ
、
ツ
ツ
ド
リ
、
ホ

ト
ト
ギ
ス
、
ツ
バ
メ
、
ヵ
ル
ガ
モ
、
キ

ジ
バ
ト
。

　
今
が
丁
度
ヒ
ナ
を
育
て
る
時
期
で
す

の
で
、
鳥
の
巣
や
卵
を
取
ら
な
い
様
に

皆
で
可
愛
が
っ
て
や
り
ま
し
よ
う
。

　
鳥
の
声
が
聞
え
な
く
な
っ
た
時
は
、

人
間
の
世
の
中
も
最
後
だ
と
も
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
野
鳥
と
と
も
に
、
野
草
も
根
こ
そ
ぎ

に
し
な
い
で
、
来
年
の
春
の
為
に
と
っ

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

％
♪
も
書
3
》
巳
・
一
ξ
曳
り
3
亀
ぜ
＝
◎
；
～

｛6月24日・日曜日は…～・・一“〉・…～・・〈“…・驚～・…～・・…・…

県民スポーツ松代大会です
　　　みんな楽しく参加いたしましよう
♂σ。．◎。、一”■．魯へ艦“．々」ヂ陶・、“b。ρ1■“ど》∂σ量“㌔も63」《“”4’3、～“》昌∂“亀、もBσ39（働“臼■’ゆ曜“1》，∂．愚、～“一．◎♂《““㌔ノ㌔、ら・㌧も■・，魯へ

鋼
》
、
●
、
く
（
’
2
㌧

凄
又羅も川

ロ杉
滝
沢
　
柳

一
葉

高
校
を
出
る
と
百
姓
い
や
に
な
り

先
生
に
泣
か
れ
悪
童
騒
ぎ
止
め

異
議
な
し
で
早
く
形
づ
け
慰
労
会

自
分
の
娘
は
町
に
嫁
が
せ
嫁
さ
が
し

連
休
で
山
に
命
を
捨
て
に
行
き

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

　
　
　
な
る
と
や
っ
ぱ
り
頭
が
低
い

指
を
一
寸
曲
げ
て
誘
え
ば
つ
い
て
来
る

審
議
し
な
い
議
員
の
票
が
泣
い
て
い
る

道
の
良
い
所
に
出
て
は
事
故
起
し

山
よ
車
よ
親
の
気
持
も
知
ら
な
い
で

防
　
犯
　
心

得

　
次
の
こ
と
に
み
ん
な
で
協
力
、
町
か

ら
犯
罪
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。

◎
一
般
家
庭
の
防
犯

　
・
鍵
は
確
実
に
し
め
よ
う
。

　
。
夜
外
は
明
る
く
、
中
を
く
ら
く
す

　
　
る
よ
う
工
夫
し
よ
う
。

　
・
ル
ス
に
す
る
と
き
、
隣
り
に
ひ
と

　
　
こ
と
頼
も
う
。

　
。
火
の
元
は
、
や
す
む
前
に
も
確
か

　
　
め
よ
う
o

◎
少
年
非
行
防
止

　
。
こ
ど
も
と
の
話
し
合
い
の
時
間
を

　
　
つ
く
ろ
う
。

　
。
こ
ど
も
の
い
い
分
も
聞
き
、
こ
ど

　
　
も
と
一
緒
に
考
え
よ
う
。

　
。
こ
ど
も
に
は
、
つ
ね
に
愛
情
を
も

　
　
っ
て
接
し
よ
う
。

◎
交
通
事
故
防
止

　
・
車
間
距
離
を
充
分
と
ろ
う
。

　
・
飲
酒
運
転
は
や
め
よ
う
。

　
。
ス
リ
ツ
プ
事
故
に
注
意
し
よ
う
◎

　
・
安
全
速
度
を
守
ろ
う
。

　
。
出
あ
い
頭
事
故
を
な
く
そ
う
。

（7）



雨
で
す
…

郵
便
物
が
ぬ
れ
ま
す

受
箱
は
つ
け
て
あ
り
ま
す
か

　
つ
ゆ
ど
き
は
、
郵
便
物
が
雨
で
ぬ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
圃
郵
便
物
の
あ
て
名
團

　
あ
て
名
は
に
じ
ん
だ
り
散
っ
た
り
し

な
い
も
の
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
え
ん

ぴ
つ
や
カ
！
ボ
ン
紙
で
書
い
た
も
の
は

読
み
に
く
く
な
り
ま
す
。
封
筒
は
湿
気

で
破
れ
た
り
し
な
い
良
質
の
も
の
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

　
　
囹
表
札
と
大
型
の
受
箱
を
囹

　
木
製
の
古
く
な
っ
た
表
札
は
雨
に
ぬ

れ
る
と
読
み
に
く
く
な
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
、
家

族
、
同
居
者
全
員
の
姓
名
を
は
っ
き
り

わ
か
り
や
す
く
書
い
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
つ
ゆ
ど
き
は
受
箱
が
な
い
と

配
達
さ
れ
た
郵
便
物
が
ぬ
れ
た
玄
関
に

落
ち
て
よ
ご
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
受
箱
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
局
で
は
、
受
箱
を
一
ケ
七
〇
〇

円
で
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
お
も
と
め
く
だ
さ
い
。

手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
作
品
募
集
〃
”

　
日
本
郵
便
友
の
会
協
会
主
催
、
郵
政

省
、
文
部
省
後
援
で
、
手
紙
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
の
文
通
能
力
の

向
上
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
文
通
を
通
じ

て
情
操
を
豊
か
に
さ
せ
る
と
と
も
に
、

将
来
社
会
人
と
し
て
十
分
な
意
志
発
表

能
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
で
行
な
う
も

の
で
、
今
年
で
六
回
目
に
な
り
ま
す
。

◇
応
募
要
領

　
　
作
品
は
、
小
学
校
低
学
年
の
部
（

　
一
～
三
年
）
、
小
学
校
高
学
年
の
部

　
四
～
六
年
）
、
中
学
校
生
徒
の
部
、

　
の
三
部
門
に
分
け
て
募
集
し
ま
す
。

　
　
作
品
の
内
容
は
手
紙
文
と
し
、
長

　
さ
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

　
で
す
。
ま
た
作
品
は
未
発
表
の
も
の

　
に
限
り
ま
す
。

安
全
の
た
め
に

　
　
「
漏
電
し
や
断
器
」
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
東
北
電
力
（
株
）
十
日
町
営
業
所
i
ー

　
一
般
家
庭
に
お
け
る
電
気
機
器
の
普

及
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
反
面
、

漏
電
や
感
電
に
よ
る
事
故
も
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
を
防

ぐ
に
は
、
ア
ー
ス
工
事
の
み
で
は
不
十

分
で
、
危
険
な
も
れ
た
電
流
を
す
ば
や

く
と
り
出
し
て
直
ち
に
電
源
を
し
や
断

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
で
は
技
術
基
準
を
改

正
し
、
漏
電
し
や
断
器
の
取
付
義
務
を

大
幅
に
導
入
し
、
昭
和
四
八
年
二
月
一

日
以
降
該
当
す
る
電
気
機
械
器
具
を
新

設
さ
れ
る
場
合
は
必
ら
ず
「
漏
電
し
や

断
器
」
を
取
付
け
る
事
と
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

◇
漏
電
し
や
断
器
取
付
を
義
務
づ
け
た

　
主
な
も
の
。

　
①
二
〇
〇
ボ
ル
ト
（
動
力
線
）
用
機

　
械
器
具
を
新
設
す
る
場
合
（
特
殊

　
な
場
合
を
除
く
）

　
使
用
す
る
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
ル

　
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
風
呂
又
は

　
軒
下
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
な
ど
水

　
気
の
あ
る
場
所
に
設
置
す
る
と
き

　
使
用
す
る
魚
屋
、
八
百
屋
等
の
冷

　
蔵
用
シ
ヨ
ー
ケ
ー
ス
を
床
面
を
水

　
洗
い
す
る
場
所
に
設
置
す
る
と
き

　
使
用
す
る
コ
ー
ラ
、
タ
バ
コ
自
動

　
販
売
機
等
を
屋
外
に
設
置
す
る
と

　
き
o

）
　
一
〇
〇
ボ
ル
ト
（
電
灯
線
）
か
ら

2（）
　
一
〇
〇
ボ
ル
ト
（
電
灯
線
）
か
ら

3（）
　
一
〇
〇
ボ
ル
ト
（
電
灯
線
）
か
ら

4（◎
な
お
、
詳
し
い
事
は
最
寄
り
の
当

　
社
事
業
所
に
お
間
合
せ
下
さ
い
。

（8）

　
　
締
切
り
は
、
七
月
十
五
日
、
応
募

　
先
は
、
㊥
三
八
O
I
長
野
市
栗
田
字

　
舎
利
田
ー
信
越
郵
政
局
郵
務
部
管
理

　
課
「
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
係
」
ま

　
た
は
、
松
代
局
か
室
野
局
の
「
手
紙

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
係
」
で
す
。

置
・
塁
■
3
一
一
昌
＝
＝
画
u
墓
＝
ロ
一
麗
曜
馴
6
一
監
昌
＝
ε
一
暦
0
＝
毫
員
鱒
■
鶴
＝
＝
監
呈
＝
3
9
嘔
＝
一
－
腫
＝
ロ
昌
ロ
編
ー

あ
な
た
の
レ
コ
ー
ド
を

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
第
2
・
4
の
土
曜
日
は

　
　
　
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
で
す

演
奏
時
間
予
定

・
午
後
8
時
～
9
時
迄
公
民
館
で
選

　
定
し
た
レ
コ
ー
ド
を
演
奏

・
午
後
9
時
～
10
時
迄
　
－
時
問
あ
な

　
た
の
お
持
ち
し
た
レ
コ
ー
ド
を
演
奏

　
い
た
し
ま
す
。
申
込
は
当
日
の
午
後

　
5
時
ま
で
に
、
先
着
順
に
時
間
を
限

　
度
に
受
付
け
ま
す
。
部
落
・
氏
名
・

　
レ
コ
ー
ド
演
奏
に
要
す
る
時
間
を
公

　
民
館
へ
。
　
（
電
話
三
〇
一
番
）

ス
テ
レ
オ
は
4
チ
ヤ
ン
ネ
ル
で
す

（
C
D
－
1
4
方
式
）
2
チ
ヤ
ソ
ネ
ル

　
レ
コ
ー
ド
は
模
疑
4
チ
ヤ
ソ
ネ
ル
で

　
楽
し
め
ま
す
。

次
の
レ
コ
ー
ド
・
コ
ン
サ
！
ト
は

　
6
月
2
3
日

　
7
月
1
4
日

　
仲
間
を
さ
そ
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。

矯
6
■
3
ぎ
＝
．
監
9
・
・
－
一
膳
3
・
8
監
－
3
＝
－
＝
■
＝
＝
．
霊
雷
7
＝
匙
鳴
■
醐
3
晋
＝
＝
』
号
＝
昌
一
＝
＝
馳
9

あ
な
た
の
寄
稿
を

　
　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五
日

に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月
発

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
広
報
ま
つ
だ
い
係
へ
。

五
、
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。


